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は じめに

近年、少子化、核家族化が進行す るなかで、子どもや家庭 を取 り巻 く環境

は大きく変化 している。子 どもたちは、友達 と遊んだ り、高齢者 とふれあ う

機会が少な くなるとともに、家庭内でも両親の共働 きも多 く、家族団彙の時

間もなかなか持てない状況にある。

また、一方、女性の社会進 出が進むなか、育児 と仕事の両立の負担、父親

の存在感の希薄化、知育偏重の風潮 な どの影響 もあ り、家庭の教育機能が十

分に働いていない状況 も見 られ る。

こうした家庭を取 り巻 く環境の変化に対 し、市議会の質疑の中でも、家庭

教育を支援す るため家族のふれあいの場を増す取組が大切であ り、具体的に

先進都市の事例な どを参考に検討すべきとの指摘がある。

こ うした状況を踏まえ、本会議は、委員の総意 として子 どもたちの健やか

な成長が期待できる取組 として 「家族のふれあいの場について」平成 17年

10月 、教育長に建議すべ きことを決定 した次第である。

次代を担 う子 どもたちが、健やかに心豊かに成長す ることは、すべての市

民の願いである。

国や東京都 においては、法の整備や新たな政策を掲げ様々な視点か ら子 ど

もたちの健やかな育成 にむけた支援策 を打ち出 している。

国は、平成 13年に、社会教育法を一部改正 し、家庭教育に関す る学習機

会の提供や青少年の様 々な体験活動の充実を図るとしている。

東京都は、平成 11年 に 「′いの東京革命」を提唱 し、次代 を担 う子 どもた

ちに対 し、人が生きてい く上で当然の心得 を伝 えてい くため、都民一人ひ と

りの行動指針 を明 らかに している。

その施策の一つに「家族ふれあいの 日」を設け、家族のあ り方 を考える機

会 としている。

そこで、本会議では、家族のふれあいの場づ くりを大切にす ることを基本

に、東京都や先進都市の「家族ふれあいの 日」の取組の状況等 を確認す ると

ともに、本市が実施 している子 どもや親のための各施策や事業について報告

を求め議論 を重ねた。

その結果、今 日の子 どもたちを取 り巻 く現状 と課題 を詳 らかにす るなかで、

家族ふれあいの場づ くりに向け、家族ふれあいの場の新たな取組の方向性 を、

大きく 3点 にま とめ提言 とした ところである。
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家族のふれ あいの場について

(1)子 どもた ちが置 かれ てい る現状 につい て

乳幼児を連れて居酒屋に行 く親がい る。大人にな りきつていない親。子 ど

もの救いのサイ ンが見つけ られない。見逃 してい る。便利な世の中ではある

が、他人には無関心。上辺だけのお付 き合い。本目談できる人が身近にいない。

孤立 している家庭。家庭の実態が伝わ りに くい環境 にある。親 自身が育って

きた環境にも問題 がある。

子 どもは ど うであろ う。鉛筆や正 しい箸の使い方ができない子 どもがいる。

しつけ、マナーが教 えられていない。親 が子育てを急 ぐあま り、些細なこと

で 「切れ る」子 ども、どこの家庭にも、不登校 となる子 どもが出て くる要素

が内包 されてい る。

帰宅 しても親 も兄弟 もいない。家庭の中に居場所がない。さらに、子 ども

に声 をかけに くい時代、中学生・高校生になるとさらに声をかけず らい。

遊び相手や相談相手がいない。地域で交流す る場が少ない。世間か ら遮断

されて も生きていける時代。な ど、な ど、親 と子 どもの家庭環境 を取 り巻 く

様 々な問題が生 じている。

これ らの問題 の背景に
'は

、核家族化、少子化の進行、物質的な豊か さと都

市化の進展、地域の連帯感や人間関係 の希薄化な どといつた社会経済環境の

著 しい変化が、家庭や地域社会の教育力の低下をもた らしていると言われて

いる。

また、こうした現状のなかで、家庭の教育力向上のためには、子 どもたち

の真の居場所 を確保す ることが大切であるが、それ は、子 どもだけの居場所

だけではな く親や地域の人たち誰 もが、誰 とでも心なごやかに集 える居場所

である必要がある。

例 えば、市民会館 の前庭には、広場がある。早朝は、高齢者が体操 を して

いる。午前中は、欅の本陰で、子育て中の親が集 う。午後か らは、ス トリー

トダンスを してい る中高校生のグループがいる。ルールを守 り利用す ること

で、 自分たちの居場所ができる。

中高校生のグループは、青少年フェステ イバルに参加 し、成果を発表 して

いる。場を提供 し支援す ることで、若者行動を理解す る。こ うした居場所 を

様 々な形でつ くることが大切である。



(2) 本市の親 と子のための施策や事業について

子どもたちの健やかな成長を願い、本市では、まちづくりの基本的な考え

方を示 した昭島市第 4次総合基本計画において、家庭や地域の教育力が失な

われつつあるなかで、家庭、学校、地域が連携し、子どもたちの豊かな人間

性を育む必要があるとし、生涯学習の充実を掲げ、青少年の健全な育成を含

む施策を推進 している。平成 15年 3月 に策定した、昭島市生涯学習推進計

画では、その基本的な考え方として、市民相互と地域のつながりを育てる生

涯学習を目標に、地域住民が学校を支援 し、学校や子どもと住民の結びつき

を強めることが大切であるとしている。また、平成 17年 3月 に策定された

昭島市次世代育成支援行動計画においては、子ども一人ひとりの人権が尊重

され、地域の中で健やかに育ち、親たちが子育てに対し喜びがもてる社会を

実現するため、地域ぐるみでの「子育ての支援」と「子どもの自立支援」に

努めるとしている。

こうした計画等に示された市の基本的な考え方をもとに、本市の各セクシ

ョンでは多様な各種の事業を実施 している。生涯学習部では、本市の生涯学

習推進計画を具体的に推進するため、市民への学習情報紙、「あきしま学び

ガイ ド」を作成 し各種事業の情報提供に努めている。

平成 18年度作成の「あきしま学びガイ ド」事業版によれば、こどもを対

象にした事業は 16事業がある。

囲碁や陶芸、科学体験や森林教室等の各種の講座、フットサルやサッカー

などスポーツ教室、リーダー育成のため講習会、読書の読み聞かせ会。また、

親子を対象にした、体操、クッキング、育児等の教室、子を持つ親を対象に、

子どもと親の家庭教育講座や子育てセミナー等。更には、たこあげ大会や読

書まつ りなどのイベン ト事業、他市の子どもたちとの交流事業など、多様な

企画を様々なセクションで実施 し、子ども達の健やかな育成に努めている。

(3) 生涯学習部における各種事業の課題について

各種事業の課題 について、現場の意見や利用者の声をま とめてみる。

土曜地域ふれあい事業について、囲碁教室は、子 どもだけでな く、親、祖

父母 な ど、世代間交流事業の取組 を図る必要がある。

陶芸教室は、松原町高齢者セ ンターの陶芸愛好サークルの者が講師 とな り、

青少年等交流セ ンターで開催。高齢者の学びの機会が生か され るとともに、

子 どもたちとの交流をさらに図ることが期待 されている。

児童セ ンターの事業は、読み聞かせ、折 り紙、軽体操など、多 くの事業を
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ボランテ ィアの協力 により実施 している。今後 も多様 な事業を企画す るに

は、よ り広範に特技を持った人たちの協力が必要である。子 どもたちの期待

を どのよ うに受け止 め、事業に反映 してい くかが課題 である。

親子ふれあいスポーツデーは、小学校の校庭・体育館 を会場 に土曜 日に実

施 している。どの会場 も親の参加が少ない。親の参加 を促す手法をさらに検

討 を加 える必要がある。

図書館 のお話会は、子 どもたちの集 ま りやすい時間帯の設定 も含 め、職員

等の技術ア ップを図る必要がある。

公民館の家庭教育セ ミナーの参加者が少ない。参加者が少ない理 由は子育

てセ ンターな どができ、親子で出かける場所が増 えていることも影響 してい

るのでは。参加す る人たちは、講師の話 を聞 くことで 目が開いた り、仲間の

話 を聞 くことで勇気がでた り、いろいろな刺激 を受 けている。話 し合 うこと

で、自分の子育ての参考になってい く。したがつて、とにか く出てきてもら

う、あるいは、身近に届ける講座 を工夫 して作 り出す ことが必要である。

こ うした課題 については、それぞれのセ クシ ョンにおいて、問題意識 を持

ち、今後 もその役割 を果たすべ く最善の努力を望む ものである。

2 家族のふれあいの場づくりに対する基本的な考え方

子どもたちを取 り巻く家庭環境の現状や市の各種事業の報告を確認する

なかで、子ども達が置かれている状況を踏まえ、家族のふれあいを大切にし

た場をつくるための基本的な考え方について、以下のとおり示すこととした。

*子 どもとの関係 を築 くため大人が行動す る必要がある。とりわけ、

父親の参加 を促す ことがキーポイン トとなる。

*些 細なことでも相談す るな ど、家庭内のコ ミュニケーシ ョンを大

切 にす る。

* ただ単に触れ合 うとい うのでな く、子 どもにや る気や責任 を持

たせ る。
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3  家族 のふれあいの場づ くりに向けた新たな取組の方向性

2 家族ふれあいの場づ くりに対す る基本的な考え方 をもとに、以下の 3

点について提案す る。

(1) ふれあいの場  ～ 親子の交流 を促す場づ くり ～

家族のふれあいの場 を積極的に作 り出すため、東京都 、足立区な どでは、

民間・公共の利用施設割引制度等を実施 している。本市で取 り組む場合は、

昭島 らしさが評価できる制度 を検討すべきである。

次に、親子の交流 を促すふれあいの場づ くりについては、子 どもに とつて

魅力のある制度を考 えることが大切である。そのため、子 どもが親 を巻 き込

みなが ら、特に男親の参加が必要な事業を企画す る。家族単位 で、或いは親

子がチームをつ くり参加す る。さらに、異文化の交流を含 めた、多様 な交流

機会を演出する。素敵な家族や名物 ファミリーを広報等で連載する。

こ うした様 々な手法 を取 り入れた親子の交流 を促す場づ くりを推進す る

必要がある。

また、既存の都市公園や児童遊園等に、父親が子 どもと一緒に遊ぶ姿が増

えている。そこで、こ うした施設設備の充実を図 りつつ、その利用を促す こ

とも大切である。

(2) 子 どもと向き合 う ～ 親子の出会いを創 出す る ～

乳幼児期を中心に子育て相談や学習情報、講座の紹介 な ど子育ての支援

を図る必要がある。

都市公園や児童遊園に加 え、児童センター、子 ども家庭支援セ ンター、

青少年等交流セ ンターなどの施設は、子 どもたちの居場所 として、市が計

画的に配置 してきている。今後は、こうした居場所 を、子 どもの 自立を支

援す るため、子 どもたちによる事業の企画に参加す る仕組みづ くりや親の

子育て相談の場 として、さらなる活用を図る必要がある。

また、親子ふれあい読書な ど図書館 を中心に した取組 は、読み聞かせの

ボランテ ィアの一層の確保 と併せ、年次的な計画のもとに、子 どもや親が

ともに参加 しやすい機会 と場 を設定すべ きである。

(3) 仲間づ くり   ～ 子育ては、子育ち親育ち ～

自主的なグループ活動への支援 と併せ、父親の参加 を促す ことが大切で

ある。現在、子育てのグループネ ッ トワー ク連絡会が組織化 され、子育て

の支援や不安や悩みの解消に向けた活動の輪が広が り始めている。
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今後、こ うした活動の情報提供 に努めるとともに、グループ間の連携 を

密 にするため、一層 の支援 を図る必要がある。 また、父親の参加 を促す、

具体的な手法 としては、一 日サポーター制度等 を創設 し、父親が得意 とす

る分野に気軽に参加 できる仕組みづ くりを提案す る。

おわ りに

今回の建議は、子 どもたちが置かれている今 日的な状況を明 らかにす るこ

とか らスター トした。多 くの子 どもたちは、家庭、学校、地域のなかで、健

やかに育っているが、一方で、社会の基本的なルールやマナーが守れない、

良好な人間関係 を築 くことのできない、そ して、他人への思いや りに欠 ける、

我慢のできない子 どもたちの存在がある。彼等の存在が今 日の社会の在 り方

に大きな影響 を与えている。

こ うした子 ども達が置かれている現状、そ して、その背景を踏まえるなか

で、「家族ふれ あいの場」は、平素多忙な親たちも我が子 とともに語 り合い、

ともに楽 しむ時間を持 てれば とい う発想か ら生まれたものであ り、そのため

に 「家族のふれあいの場づ くり」に着 目した ところでもある。

建議するにあた り、子 を持つ親 には、子 どもとの さりげない会話 を通 じ、

基本的な生活習慣、礼儀 な どの社会的なマナー、責任感や他人に対す る思い

や り、善悪の判断な どを培 うことな どを期待 したい。

また、学校 は学びの場であるとい うことを、改めて子 どもに理解 させ るこ

とも大切である。

行政には、教育委員会 に限 らず、全庁挙げて、家庭の教育力の充実を支援

してい くため、子 どもの発達段階に応 じて、他人を思いや る心、豊かな人間

性、コミュニケーシ ョンスキル向上の育成等について、さらなる施策の充実

を図ることをお願い したい。

特に、教育委員会には、一層、学校教育 と社会教育の連携 を強化す るとと

もに、家庭、学校、地域が連携 し、子 どもたちの健やかな育成 に向けた事業

の充実に努 めてもらいたい。

結びに、本会議が具体的に提言す る「家族のふれ あいの場の新たな取組の

方向性」についての 3つ の視点、「親子の交流 を促すふれあいの場づ くり」

「子 どもと向き合 う親子の出会いの創 出」「子育ち、親育ち としての仲間づ

くり」を基本的な考え方 として、今後の各種の事業な どに反映 していただ く

よ うお願いす るものである。

以上、社会教育委員会議 として一年半の話 し合いを重ねてまい りま した。

不十分な点 もあ りますが、21世紀の担い手である子 どもたちの育成に役

立つ ことを念 じて、ここに建議 します。
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社会教育委員会議 建議 家族 のふれ あいの場づ くりに向けて

日 程

月 審 議 内 容

平成 17年

10月

建議 家族のふれあいの場について

11ノ 月 建議 家族のふれあいの場について

家族ふれあいの日、先進市の取組

12月 家族のふれあいの場について

社会の諸情勢が変化する中で、子どもが置かれている現状

平成 18年

2月

本市における取り組むべき課題と内容

学びプランや次世代育成行動支援計画から

3月 既存の事業について

生涯学習部内の各種事業の概要について

4月 家族のふれあいの場について

課題 と取組について

いままでの会議のまとめ

5月 家族のふれあいの場について

課題 と取組の基本的な考え方について

6月 家族のふれあいの場について

新たな取組の方向性について

7月 建議案 (骨子)

8月 建議取 りまとめ

9月 建議 報告
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